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1 　Elise Tipton, "Moving Up and Out: The ‘Shop Girl’ in Interwar Japan.” In Modern Girls on 
the Go: Gender, Mobility, and Labor in Japan, Alisa Freedman, Laura Miller, and Christine 












1 　 日本テレビ初期におけるドラマと働く女性 
――ホームドラマ、朝の連続テレビ小説と大河ドラマ
　現在の主要キー局六つすべてでテレビ放送が開始されて以降、日本のドラマは、安
















スラップスティック・コメディである 3 。ルーシーを演じたルシル · ボールは、テレビ
スタジオを経営して成功させた世界で最初の女性である。
　1961年の最初の放送以来、NHK 連続テレビ小説（「朝ドラ」「連ドラ」とも呼ばれる）



































5 　最近、ほとんどのドラマが視聴率 8 ～20％にとどまっている。例えば、2013年の一番人気の
ドラマ、『ガリレオ』第 2 期は視聴率19．9％である。視聴率の調査は、通常オンラインや録
画で見た人は含まないので、実際は、もっと高いのではないかと思われる。Alisa Freed-
man, Train Man and the Gender Politics of Japanese ‘Otaku’ Culture: The Rise of New 
Media, Nerd Heroes, and Consumer Communities,” Intersections 20 （April 2009） 〈http://
intersections.anu.edu.au/issue20/freedman.htm〉、最終検索日：2015年 1 月 1 日。
6 　自由国民社「ユーキャン新語・流行語大賞第30（2013（平成25）年）」（http://singo.jiyu.






























8 　読売新聞社「堀北梅ちゃん先生快挙！　朝ドラ 9 年ぶりに平均視聴率20％超え」『Yomiuri 
Online』（http://hochi.yomiuri.co.jp/entertainment/news/20121002-OHT 1 T00009.htm）、最
終検索日：2013年 6 月 3 日。
9 　「強い 「篤姫」 女性つかむ　大河ドラマ高視聴率」『朝日新聞 Digital』2008年 7 月24日
（http://www.asahi.com/showbiz/tv_radio/TKY200807240123.html）、最終検索日：2015年
1 月 2 日。
10　Sata Masanori and Hirahara Hideo, eds. A History of Japanese Television Drama （Tokyo: 































に1988年から1990年まで連載され、単行本（全 4 巻）が 250万冊以上の売り上げを記
録した。柴門ふみの漫画はフジテレビでドラマ化され、大ヒットした14。
11　See, for example, Iwabuchi Kōichi, ed. Feeling Asian Modernities: Transnational Consump-




13　Jonathan Clements and Motoko Tamamuro, The Dorama Encyclopedia: A Guide to Japanese 































14　柴門ふみ『東京ラブストーリー』 1 ～ 4 （小学館）。柴門ふみの原作ドラマ作品の例は『同
級生』（1989）、『あすなろ白書』（1993）、『Age 35 恋しくて』（1996）、『お仕事です！』
（1998）など。
15　「SMAP 「世界に一つだけの花」、シングル売上歴史代 9 位に！！」『ORICON STYLE』
2004年 8 月 3 日（http://www.oricon.co.jp/news/ranking/5139/）、最終検索日：2015年 1 月
1 日。
16　Ito Mamoru, “The Representation of Femininity in Japanese Television Dramas of the 
1990s.” In Feeling Asian Modernities: Transnational Consumption of Japanese TV Dramas, 










































































19　Ōta Tōru, “Producing （Post-） Trendy Japanese TV Dramas,” Nasu Madori, trans. In Feel-
ing Asian Modernities: Transnational Consumption of Japanese TV Dramas, Iwabuchi Koichi, 
ed. （Hong Kong: Hong Kong University Press, 2004）, p. 74. Ito, pp. 29―30.
20　村上春樹『ノルウェイの森』（講談社、2004年）。









































































22　See Alisa Freedman and Kristina Iwata-Weickgenannt, “Count What You Have Now. Don’t 
Count What You Don’t Have”: The Japanese Television Drama Around 40 and the Politics 








































































26　安野モヨコ『働きマン』 1 ～ 4 （講談社、2007年）。
125
日本のテレビドラマに見る女性のライフコース
は、リカはカンチに、弘子は視聴者に、現在の自分の生き方のままだと、ずっと独身
でいるだろうという現実を認めている。二人とも、すべて手を入れなくても満足で、
その気持ちは広がる東京の街並みとともに伝えられる。
　最も初期のものから最近のものまで、ドラマは、女性が望むものすべてを手に入れ
ることは不可能であるから、自分で選んだライフ・コースで満足すべきであると伝え
ている。『東京ラブストーリー』の視聴者は、リカの仕事の悩みよりも、実らぬ恋の
方に同情している。しかし、重要なのは、『東京ラブストーリー』の希望が持てる
メッセージは、恋愛でも結婚でも家族でもなく、仕事だということだ。『働きマン』
の結末と同じように、ドラマの結末では、男性が一人前の大人になっていく物語であ
ることを示し、いかに女性が男性が家族や職場での役割を担う手助けをしているか明
らかにする。
　ホームドラマの働く母親、NHK 連続小説の若い労働者、大河ドラマの歴史上の女
性とは異なり、ゴールデンタイムのドラマの女性はキャリアと結婚とどちらかを選ば
なくてはならない。共感できるキャラクターでい続け、そして女性の現実についての
代弁者であるため、両方得ることはかなわない。多くの場合、男性の同僚より優秀だ
としても、女性社員は、より成功したと見ることができない。最も肯定的な変化はド
ラマ上での女性ができる職種の多様化だ。現在、特に終身雇用が崩壊して、雇用パ
ターンがより分化している時代において、働く女性が日本の企業に不可欠として描か
れている。ドラマは男女の役割分担に与えるテレビの継続的な影響の例となり、ドラ
マは、マスメディアで行われている女性についての議論に感情的な面を与える。バラ
エティ番組が増え、ドラマ数の減少している現在においてもこれは事実である。
